
巨
林
地
の
湖
岸
変
遷
と
干
拓
事
業

(
上
編
二
)

4
.木
津
｡宇
治
･櫨
の
緒
川
の
流
路
撃
連
と
瓦
桟
池
(つ

きゞ

)

次
は
木
津
川
の
流
路
の
担
蓮
で
あ
る
｡

木
津
川
は
伊
賀
方
面
か
ら
流
れ
凍
み
'
木
津
ほ
て
山

城
準
野
は
用
づ
る
盆
地
三
川
中
濃
大
の
河
川
で
あ
る
｡

其
の
上
流
は
花
梅
岩
地
帯
が
頗
-
分
布
す
る
の
で
.
其

の
刷
層
流
下
し
た
る
石
英
の
白
砂
が
､
恐
し
い
釈
堆
積

す
る
｡
此
堆
積
し
て
田
兼
ね
の
が
南
山
城
平
野
で
あ
る

従
っ
て
木
津
川
は
遠
さ
過
去
に
於
で
は
比
の
堆
積
平
原

甲
を
幾
度
か
流
路
を
婁
吏
し
た
で
あ
ら
う
.
然
し
平
安

以
後
は
到
っ
て
は
､
下
流
の
局
部
的
移
動
の
他
.
大
在

る
河
道
の
趣
蓮
は
見
な
か
つ
ね
や
う
で
あ
る
｡

人
或
は
瓦
椋
池
南
岸
に
流
入
す
る
育
川
を
以
っ
て
水

準
川
の
額
河
床
で
あ
る
と

5,
ふ
｡

-i
寸
開
け
ば
名
も
古

川
ほ
し
で
.
木
津
川
は
琵
琶
庄
附
進
に
放
て
急
カ
ー
ブ

瓦
椋
池

の
捌
井
裏
地
と
千
都
祁
柴

青

田

散

布

を
描

い
て
､
西
北
の
方
面
に
曲
流
し
で
ゐ
る
か
ら
P
元
は

此
速
か
ら
最
北
に
古
川
の
川
床
を
通
力
､
玉
横
地
に
注

い
で
ゐ
ね
と
す
れ
ば
､
尤
も
の
桟
に
恩
は
れ
る
｡
然
し

此
は
薗
木
浄
川
河
床
に
あ
ら
ず
し
て
､
或
は
口
本

音
配

仁
徳
天
蓋
の
候
は
出
づ
る
業
隈
滞

跡か
も
知
れ
な

い
｡

古
川
は
今
は
離
艦
用
水
路
で
筆
者
は
む
し
ろ
後
者
は
近

5,79
の
と
考

へ
て
ゐ
る
｡
触
ら
ば
何
故
古
川
は
木
津
川

の
薯
河
床
で
在

い
か
と
言
ふ
と
'
其
の
節

l
の
排
由
は

現
在
の
亙
椋
池
湖
岸
に
作
っ
た
デ
ル
タ

教
蓮
の
少

い
轟

で
あ
る
O
暇
は
古
川
を
水
津
川
の
流

路

で
あ
っ
た
と
す

Ln↓▲

れ
ば
､
木
津
川
の
流
出
す
る
土
砂
は
庶
-
べ
き
大
量
で

あ
る
か
ら
'
湖
畔
に
急
速
は
叔
大
在
る
デ
ル
タ
を
作

～,h､
十
年
を
出
ず
し

て宜
椋
池
は
其
の
土
砂
堆

積
の
薦

め
に
蚤
-
現
捜
し
終
る
で
あ
ら
う
｡
事
薯
は
金
-
此
に

反
し
､
未
だ
埋
没
せ
ず
し
て
慨
春
し
て
ゐ
る
.
飼
此
他

1(七

二
五



地

球

節
二
十

一
怨

に
右
iL
州
の
流
路
は
硬
練
的
夜
も
の
で
､

一
児
人
為
的

の
小
溝
弧
で
あ
ぶ
事
が
知
ら
れ
る
.
又
宇
治
川
は
既
に

述
べ
た
通
力
其
の
曹
流
路
で
あ
っ
た
所
に
幾
多
の
乱
の

名
稀
を
有
す
る
小
字
名
む
見
る
L
p
粧
川
流
域
に
も
同

叔
何
々
島
の
小
学
名
を
残
す
｡
此
筆
法
よ
む
す
れ
ば
右

iii-
川
流
域
ほ
も
島
の
小
学
名
を
見
る
可
さ
笥
で
あ
る
が

今
日
各
然
諦
め
ら
れ
恋

い
｡

後
に
述
べ
る
嘗
水
栓
川
床
と
恩
は
れ
る
御
牧
村
内
に

は
島
｡川
｡池
等
の
字
を
用
ふ
る
小
字
名
を
各
所
に
散
見

す
る
事
に
よ
っ
て
も
此
推
定
の
確
薯
性
を
埼
し
得
る
｡

遠
さ
時
代
は
知
ら
ず
､
少
-
と
も
平
安
朝
以
後
に
於

ては
木
津
川
は
'
上
陣
屋
(綴
喜
郡
部

々
城
村
)
蛍
よ
ム

略
々
北
北
西
の
方
向
に
'
御
牧
村
の
西
方
を
淀
城
附
近

ほ
向
け
流
れ
て
ゐ
た
.
其
の
下
流
は
勿
論
蔑
榛
に
も
分

れ
島

･
洲
の
間
を
流
れ
､
中
島
｡和
島
･馬
島
等
の
島
々

と
作
つ
LJ
も
の
で
あ
る
｡
而
し
て
此
等
の
島

｡
洲
は
後

開
拓
せ
ら
れ
て

一
頂
の
陸
地
と
改
み
'
地
名
と
し
て
其

の
僻
を
示
し
て
ゐ
る
79
の
で
あ
る
.

古
川
流
域

l
昔
の
地
､
即
ち
東
棟
池
両
脚
岸
地
域
の

節

三
雛

1(八

二六

開
拓
塵
遼
東
は
三
段
の
糖
帯
を
経
で
ゐ
る
と
忍
ば
れ
る

其
の
第

一
次
的
の
も
の
は
市
田
･佐
古
･林
以
前
の
地
で

あ
る
｡
奈
良
朝
頃
悪
で
は
大
性
右
佐
古

｡
林
を
歴
で
新

円
に
至
る
今
の
府
道
以
北
は
玉
藻
池
で
あ
っ
た
ら
う
｡

此
肝
道
以
南
の
地
は
埜
粟
｡荒
見
｡室
城

｡
且
株
等
の

延
蕃
武
内
配
が
鵡
A
で
ゐ
る
L
t
和
名
抄
の
郷
た
る
殖

栗
｡
羽
柴
｡
揮
志

｡
莱
隈
の
諮
郷
79
此
練
以
南
は
あ
る
.

故
に
此
府
道
以
南
の
地
は
少
-
と
も
'
平
安
初
期
以
前

に
立
派
夜
耕
地
が
あ
ら
､
紳
就

･
衆
蕗
が
散
在
し
て
ゐ

ね
轟
が
明
か
で
あ
る
｡

市
田
の
部
渉
は
共
起
原
音
-
､
同
部
群
議
城
紳
就

･

護
怯
碑
配
並
は
醐
宮
守
は
踊
す
る
古
文
番
は
よ
れ
ば
､

人
曳
第
十

7
代
垂
仁
天
皇
の
霧
を
､
山
代
大
筒
城
暴
君

王
が
'
此
市
田
里
に
配
っ
た
事
が
玉
城
紳
配
の
起
原
で

あ
る
｡
垂
仁
天
皇
の
第
五
皇
子
輝
石
別
命
が
和
束
院
の

親
で
'
其
の
兼
帯
た
る
和
未
満
唐
が
'
妊
厭
十
八
年
尭

ず
る
や
桓
武
夫
畠
は
哀
悼
の
極
､
詔
し
て
藤
原
葛
野
腕

呂
を
勅
使
と
為
し
､
前
記
玉
城
宮
は
蒐
べ
て
細
腰
を
造

営
n
れ
た
｡
此
即
ち
護
法
蕃
紳
配
ら
し
-
､
後
行
蟹
は



よ
っ
て
此
地
は
紳
宵
等
h
F建
て
ー
薄
田
鬼
,<LJ其
の
封
月

と
し
た
｡
今
iE
田
は
和
気
の
地
が
あ
る
の
が
其
の
儀
地

だ
と
恩
は
れ
る
｡
圏
に
有
償
記
は
天
正
十
三
年
二
月
朔

日
の
--
附
が
あ
る
｡

又
市
田
の
内
に
小
字
名
と
し
て
.
御
妙
旦
二

ノ
坪
｡

四
ノ
坪

｡
五
ノ
坪
等
の
憧
里
に
組
係
あ
る
遺
蹟
が
存
在

す
る
の
は
p
其
の
地
域
開
拓
の
古
き
を
物
語
る
79
の
で

あ
る
｡
察
す
る
に
昏
睡
の
市
田
は
湖
岸
に
臨
む
舟
運
的

緊
蕗
で
風
光

亦
任
な
る
地
で
あ
っ
た
か
と
考

へ
ら
れ

る
○窮
二
次
の
開
拓
地
は
p
市
田
よ
-,h安
田
を
経
て
伊
勢

托t
に
引
-

1
線
以
南
の
地
で
､
第

一
次
開
拓
地
以
北
の

地
域
で
あ
る
｡
此
堅

不
す
着
丈
啓
弗
は
少
い
o
安
田
部

落
の
教
生
期
は
明
か
で
覆

い
｡
社
寺
其
他
よ
-
見
て
鎌

倉
以
後
の
も
の
と
息
は
れ
る
.

叉
其
の
附
近
の
地
割
の
新
し
-
､
修
里
等
の
如
き
或

一
定
の
規
制
な
-
p
交
通
路
又
は
祭
蕗
も
殆
ん
ど
硬
達

せ
ず
p
第

一
次
的
開
拓
地
と
は
全
然
其
の
姿
説
を
輿
に

す
る
所
で
あ
る
｡

宜
椋
池
の
湖
梓
挺
道
と
干
拓
容
共

第
三
次
の
開
拓
地
は
､
右
第
二
次
開
拓
地
以
北
､
現

在
椋
池
湖
岸
の
編
棒
地
･
水
田
地
等
の
新
開
地
で
あ
る
｡

地
形
問
を
見
て
も
明
か
な
る
が
如
-
､
南
方
よ
-1
二
つ

の
凸
出
し
た
デ
ル
タ
を
見
る
.
兼
の
も
の
は
山
川
の
作

っ
た
も
の
p
西
の
J
戦

の
は
古
川
の
作
っ
た
ダ
ル
ク
で
あ

る
.
或
所
は
堤
防
を
以

て之
を
囲
み
洪
水
を
避
け
て
ゐ

る
が
､
或
部
分
は
全
然
放
任
さ
れ
て
瀞
畔
地
が
多

い
｡

荷
山
川
デ
ル
タ
の
左
側
p
水
閏
中
に
小
沼
を
遺
す
の
は

其
の
開
拓

極
め
て
新
し

い
革
堅

不
す
も
の
で
あ
る
｡
近

時
洪
水
時
の
氾
濫
水
を
除
-
薦
め
'
耕
地
盤
桝
組
合
ほ

て
恵
水
排
除
用
ポ
ン
プ
を
位
用
し
て
ゐ
る
事
で
も
新
田

た
る
革
を
知
る
も
の
で
あ
る
.

石
開
拓
順
序
塵
蓮
は
よ
っ
て
も
此
育
川
筋
が
未
練
川

本
流
の
流
路
で
な
か
っ
た
事
が
p
略

々
推
測

さ
れ
る
で

あ
ら
う
｡
又
暇
に
木
津
川
が
此
地
方
に
流
れ
て
ゐ
ね
と

す
れ
ば
､
朝
歯
を
堤
防
の
痕
跡
を
残
す
か
､
又
は
歴
史

怒

ら
､
口
碑
な

ら
に
残
る
可

さ
等
で
あ
る
が
.
何
等
の

遺

跡
'
背
記
を
留
め
て
ゐ
覆

い
｡
を
れ
以
外
に
大
河
が

流
入
し
て
ゐ
ね
と
す
れ
ば
'
渡
場
や
､
橋
染
が
あ
っ
て

一先

二
七



地

球

第
二
十

一
冬

酉
麟
ユ
1,,兼
問
に
向
ふ
(
宇
治
経
由
)通
路
の
記
事
等
が

あ
る
べ
き
筈
だ
の
は
､
此
も
蚤
然
弛
め
ら
れ
な

い
0
木

津
川
筋

に
は
其
の
渡
場
､
之
に
治
ふ
栄
蕗
･紳
配
｡河
航

に
閥
す
る
記
銘
等
平
安
朝
頃
よ
-
数
多
-
現
ば
れ
､
其

の
位
置
も
晴
々
判
明
し

てゐ
る
.
此
に
接
っ
て
79
古
川

俄
が
背
水
津
川
河
床
は

あら
ざ
み
し
輩
を
立
護
す
る
の

で
あ
る
｡

以
上
は
木
津
川
が
平
安
以
後
に
於
で
宜
林
地
中
央
南

岸
に
注
入
せ
ぎ
-
し
こ
と
h
l敏
明
し
た
も
の
で
あ
る
｡

飴
し
此
は
革
に
地
形
的
に
或
は
歴
史
的
に
澄
明
し
た
は

過
ぎ
な
い
｡
戯
霜
鰻
百
千
年
の
間
は
於
で
は
､
如
何
戒

に
流
路
が
婁
遷
す
る
か
判
ら
な

い
.
従
っ
て
鹿

を
澄
明

す
る
地
質
撃
的
の
娘
接
,<LJ称
れ
ぼ
､
確
定
的
安
静
教

程

る
も
の
と
の
推
論
か
)立
て
た
｡
即
ち
宇
治
川
や
木
津

川

等
が
嘩
ま
は
於
で
互
椋
池
は
注
入
し
て
ゐ
ね
79
の
と
す

れ
ば
､
宇
治
川
は
有
壁
暦
の
砂
岩
･角
岩
･新
岩
等
の
砂

機
を
流
下
L
t
其
の
堆
積
物
は
略
黒
色
計
量
L
t
磯
質

の
も
の
で
あ
-
､

宜
株
池
東
岸
近
-
ほ
堆
積
し

てゐ
る

で
あ
ら
う
0
之
に
圧
し
木
津
川
は
上
流
の
荘
園

岩の
別

節
三
雑

品

〇

二
八

焼
物
た
る
白
色
の
細
砂
石
英
等
を
流
下
す
る
故
､
湖
の

南
岸
は
此
の
花
岡
岩
の
堆
積
物
で
あ
ら
う
｡
而
し
て
或

地
期
に
於
で
､
此
等
の
開
砂
磯
暦
が
粕
混
交
す
る
地
帯

が
布
衣
す
る
は
違
以
な

い
｡
そ
の
各
種
の
土
砂
磯
を
採

集
分
析
し
､
此
が
原
産
地
の
母
岩
と
髄
物
質
特
徴
が
朝

1
敦
す
る
時
は
前
の
歴
史
的
方
法
よ
わ
遇
は
正
確
を
る

澄
明
を
得
る
｡
か
か
る
見
地
よ
タ
過
去
に
於
で
亙
株
池

沼
岸
叉
は
湖
中
に
於
け
る
ポ
ー

リ
ン
グ
が
施
rb
れ
て
夜

さ
も
の
か
と
調
査
し
た
｡
所

が
串
以
大
正
九
年
頃
京
都

府
と
､
農
商
務
省
と
は
放

て､
之
が
試
掘
h
t施
さ
れ
て

ゐ
る
｡
之
は
玉
藻
池
干
拓

は件
ふ
資
料
閣
脇
の
馬
は
覆

さ
れ
た
79
の
で
あ
る
｡
其
の
原
閲
は
京
都
府
魔
は
保
存

rb
れ
で
あ
る
｡
ボ
ー
リ
ン
グ
は
前
後
二
回
は
渉
-,>
湖
中

湖
岸
数
十
ヶ
所
ほ

て行
は
れ
ね
も
の
で
あ
る
｡
其
の
僅

n
は
中
等
水
準
面
三
十
尺
の
地
瓢
よ
与
下
る
乙
と
二
十

五
尺
以
下

(
即
ち
約
五
林
地
平
均
水
面

下
二
十
五
尺
が

最
も
洗

い
79
の
)
で
あ
る
0

着
ボ
ー
リ
ン
グ
の
サ
ン
プ
ル
は
､
惜
し
い
我
'
既
に

年
月
を
犀
だ
筏
の
事
で
あ
る
か
ら
ん肘
魔
に
見
勝
田
ら
夜

レ
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正
枝
池
の
湖
揮
出
超
と
干
拓
串
莱

の
で
あ
る
｡

サ
ン
プ
ル
が
暇
令
現
存
し
て
ゐ
七
も
'
飴

堪
好
都
合
で
な

い
以
上

､
三
川
流
路
の
趣
蓬
を
右
の
資

料
を
以
て
決
定
す
る
事
は
難
事
中
の
難
事
で
あ
る
｡
先

年
大
阪
市
地
下
蔵
開
先
の
際
ボ
ー
-
ン
グ
数
行
ひ
､
又

賓
際
地
中
を
掘
果
し
以
て
流
路
婁
蓮
の
状
況
h
t兄
ん
と

試
み
ら
れ
た
が
'
蓬
に
此
と
て
も
､
満
足
在
結
果
は
得

ら
れ
在
か
つ
カ
と
聞

い
て
ゐ
る
｡

い
は
ん
や
サ
ン
プ
ル

も
な

い
此
ほ
於
で
華
や
で
あ
る
｡

然
し
右
断
面
間
は
貴
韮
な
る
資
料
で
あ
る
か
ら
､
霜

に
掲
げ
る
革
は
無
用
の
革
で
は
あ
る
ま

い
｡
爾
後
此
方

両
の
研
究
者
の

一
資
料
と
し
て
掲
載
し
て
置
-
ほ
止
め

る
0此
他

互
横
地
沿
岸
地
質
の
調
査
を
し
た
の
は
奈
良
電

が
桃
山

･
宇
治
川

｡
小
倉
ま
で
の
間
を
行
っ
て
ゐ
る
0

第
阪
間
道
開
通
前
京
都
府
に
於
て
同
じ
-
､
八
幡
･橋
本

蓮
よ
-
淀
を
鹿
北
方
に
至
る
間
を
ボ
ー
-
ン
グ
む
し
で

ゐ
る
｡
京
阪
間
道
の
サ
ン
プ
ル
は
府
の
淀
出
張
所
に
保

管
rTu
れ

てあ
っ
た
｡
･然
し
何
れ
79
軌
道
の
敷
設
又
は
道
-i=

路
開
迫

｡
橋
梁
架
設
の
為
の
目
的
で
あ
る
馬
め

一
般
に

完

]

二
九



地

球

第
二
十

…
容

浅
-
数
79
少
-
､
且
つ
葡
河
床
と
m
心
は
れ
る
地
割
の
試

掘
を
欠

き
河
道
麺
遷
h

t竃
明
す
べ
き
資
料
ほ
は

7
寸
通

し
を

い
も
の
で
あ
る
｡

石
互
林
地
地
質
調
奄
断
面
聞
よ
み
惟
僅
か
に
知

-
得

る
事
は
宇
治
川
の
暫
流
路
.
即
ち
小
倉
附
近

一
昔
の
地

域
は
､
中
等
水
準
面
上
三
十
月
の
地
鮎
よ
み
下
る
十
五

六
尺
の
速
は
於
で
砂
利
及
び
栗
石
の
暦
が
存
在
す
る
罫

で
あ
る
｡
右
の
サ
ン
プ
ル
は
前
に
述
べ
た
加
-
今
日
建

っ
て
ゐ
覆

い
が
p
皆
時
の
本
事
業
の
主
任
技
師
た
わ
し

元
府
技
師
故
高
橋
氏
の
言
は
よ
れ
ば
､
其
の
砂
利
及
び

栗
石
は
､
確
に
今
日
の
宇
治
川
河
床
の
79
の
と
全
然
同

一
を
る
も
の
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
た
蔀
で
あ
る
｡

叉
同
様
な
栗
石
は
､
右
地
質
断
面
間
に
よ
れ
ば
瓦
葡

池
中
央
部
に
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
｡
此
は
搾
さ
甲
等

水
準
面
上
三
十
尺
の
地
邸
よ
み
下
る
乙
と
約
三
十
八
の

地
鞘
よ
･a
現
は
れ
る
｡
但
し
此
と
前
記
小
倉
附
妃
の
栗

石
暦
と
同

1
暦
で
あ
る
か
否
か
は
明
か
で
覆

い
｡
但
し

窟
都
府
の
宜
樺
池
地
質
調
査
断
面
閲
は
於
て
は
同

一
な

る
暦
と
し

て
取
扱
は
れ
で
あ
る
0

第
三
批

董

7

三
〇

然
し
何
れ
は
し
て
.79
､
此
等
の
栗
石
は
沓
宇
治
川
の

流
下
し
た
79
の
で
あ
っ
て
ー
宇
治
よ
カ
小
倉
を
歴
で
.
互

僻
地
の
中
央
部
ま
で
延
凡
で
ゐ
る
事
は
明
か
で
あ
る
｡

確
薯
は
宇
治
川
は
過
去
は
於
で
同
方
向
は
流
れ
て
ゐ
ね

革
む
澄
明
す
る
も
の
で
あ
る
｡
(悉

空

誌

上
水

虫
紳
純
､
泣

賦
紳
赦

､
水
虻
紳
杜
呼

2
-;
州
名
跡
諒

3
.
日
本
省
紀

鴫
鮭
大
畠
廿
四
年
､
赴
鵜
､
竜
野
に
微
弱
､
到
千

割
鳩
逸
鵬
弼
死
､
迭
鉦
等
河
和
人
妃
江

4
.伺
譜

重
た
大
畠
三
坤
､
薪
祉
土
子
天
日
槍
､
出
光
道
河
沖
､

北
入
旺
江
図

5.同
輩
軟
朋
1.大
塊
三
十

一
昨
秋
七
月
英
子
剃
､苗
雌
位
到
干
妃
江
'

先
月
､
f..4
許
勢
に
縦
軸
雷
士
非
鵬
p
猿
田
鄭

故
津
'
抱
引
船
於

狭
狭
地
山
､
相
生
飾
船
､
乃
徒
迎
於
虹
江
北
山
､
迭
引
入
､
山

脊
高
城
酔

6.
糊

航

訟

-

亜
紀
通
芯
､
非
糊
航
紀
､
鶏
和
地
輝

7
.綾
川
光
挿
水
演
粍
1秒
糾
合
誰

C
6

京
都
都
市
計
話
地
囲
三
千

分

ノ
1
脚
忙
掠
る

9
山_
州
名
跡
港

10.丹
披
津
､
宇
治
川
上
臼
南
北
柄
沈
､
其
小
南
続
投
河
統
合
､
上

布
件
津
'
臼
宇
治
常
未
申
､
(
下
略
)

11
仁
徳
大
畠
十
二
年
'
琳
大
浦
於
山
背
米
収
櫛
､
以
渦
E
.
此
と



同
校
な
紀
串
は
同
額
如
拙
七
光
虫
の
段
に
も
あ
る
｡

12
木
津
川
の
土
砂
流
下
艶
を
洲
L.4
し
た
資
料
は
且
常
ら

な
い
O
八

幡
町
役
場
訓
に
振
れ
ば
､
明
約
二
年
木
枠
川
部
流
路
綻
開
常
時

よ
り
見
れ
ば
現
在
木
津
川
肺
は

1
文
数
ノミ
上
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ

13
奈
良
髄
の
ポ
ー
リ
ン
グ
は
向
島

｡
小
舟
間

の
現
触
路
に
胎
ふ
て

十

1
ヶ
所
'
北
ハ
の
経
書
水
田
下
成
長
二
十
八
'
多
-
は
十
五
尺

内
外
､
土
封
は
､
氷
河
氾
-
は
泥
土
､
下
か岬
は
小
砂
利
及
砂
利

交
-
粘
土
質
で
あ
る
O

京
阪
繊
道
の
は
､
八
摘

よ
-
蛇
･
納
所
･下
鳥
羽
間

の
も
の
､
混

椋
湖
樺
近
-
の
で
は
､
納
所
の
三
十
五
八
を
叔
長
に
､
多
-
紘

二
十
五
尺
以
下
'
袈
耐
粘
土
.
十
数
尺
以
下
に
納
砂
質
粘
土
小

砂
利
厨
が
多

い
｡

伊
勢
に
放
け
る
輪
中
地
域
の
地
誌

(
二
)

四
へ
景
観
構
成
要
素
の
分
析

1
.

堤
糖
と
清
爽

輪
中
の
景
観
の
主
在
る
も
の
は
､
塊
艇
た
る
堤
防
と

そ
れ
に
開
彊
さ
れ
た
低
地
を
縦
横
に
貫
-
溝
兼
と
.
こ

れ
に
続
い
て
散
在
す
る
幾
多
の
池
沼
で
あ
る
0
第
五
同

は
溝
渠
の
面
積
精
々
大
に
失
し
て
ゐ
る
が
.
其
面
積
合

計
は
本
地
域

全
面
積
に
封
し

て約
三
%
を
占
め

てゐ

る
○

伊
勢
に
於
け
る
輪
中
地
域

の
地
誌

(
二
)

辻

井

浩

太

郎

(I.i))

購
集
は
難
民
の
不
規
則
形
運
河
に
属
す
る
も
の
が
大

部
を
占
め
'

山
部
の
新
開
地
は
平
行
状
運
河
の
形
態
を

示
し
て
ゐ
る
｡

之
を
成
因
上
よ
カ
見
れ
ば
'

麿
川

幅

戯
-
直

線

或
は
轡
曲
す
る
79
の
は
嘗
河
道

で
､
養
魚
池
に
利
用
し
又
は
漸
次
干
拓
し
て
ゐ
る
｡

■J･'

ヨ
滞

洪
水
の
際
堤
防
敵
視
し

て入
水
L
t
そ
の
水
勢
に

よ
み
堤
防
の
内
側
直
下
に

凹所
を
つ
-
少
池
と
夜
つ

一望

三
一


